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今月のご法話  

妙好人 庄松（しょうま）さん 

 輪番 楠 活也 

浄土真宗には、妙好人と呼ばれるお念仏の教えを心の底から喜ばれた方々がおられます。そういう方々

の生き様や言動を通して、浄土真宗の門徒としての在り方を教えていただきます。讃岐の国（現在の香

川県）に庄松さんという御同行がおられました。庄松さんは１８００年ごろお生まれになり、１８７２

年にご往生なさいました。庄松さんは、学問的に教えを学ばれたというよりは、阿弥陀様の智慧と慈悲

を心で素直に受け止められた方でした。その素直で包み隠さない言動から、様々な方が庄松さんに悩み

相談をしたり、助言を求めたりしました。今日は、庄松さんの二つのエピソードを紹介いたします。 

―庄松さんと若い女性僧侶― 

ある若い女性の僧侶がいました。彼女は、浄土真宗の教え

を自分が正しく理解しているのかどうか、いつも不安を抱

えていいました。そこで、彼女は、あるお寺を訪ね、そこ

の住職に自分のお念仏の教えの領解を話し、尋ねました。 

「私は正しく阿弥陀仏の教えを領解できていますでしょう

か。私はきちんとお浄土に往生させていただくことができ

るのでしょうか。」 

その住職は答えます。 

「はい、それでいいですよ。」 

その住職の言葉を聞き、彼女は喜んで自分の家に帰りまし

た。数日後、自分のお念仏の教えの領解が間違っていない

のか、また不安になりました。そこで、今度は、別のお寺

を訪ね、そこの住職に自分の領解を話し、尋ねました。 

「私の領解は正しいでしょうか。私はきちんとお浄土に往

生させていただくことができるのでしょうか。」 

その住職が答えます。 

「いいえ、間違ってます。」 

彼女は、その二人の住職に全く同じ領解を述べたのですが、

ある住職は「いい」といい、別の住職からは「だめ」と言

われました。自分の理解が正しいのかどうか、今後どうし

たらいいかわからず、困っているときに、彼女の友達が、

庄松さんを訪ねるように勧めました。彼女は、早速、庄松

さんを訪ね、聞きました。 

202４年度 BCA教化標語 

今がその時 

１１月の予定  

  日曜法要ユーチューブ同時配信あります

３日（日） １０時 家族法要  お寺の掃除 

７日（木） 1時半 日系マナー法要 

１０日（日） １０時  秋の音楽法要   

１１日（月）  ベテランズデー 事務所休み 

１２日（火） ９時半日本語法座  ＺＯＯＭ 

６時半 夜の勉強会  ＺＯＯＭ 

１７日（日） １０時 永代経無縁法要・お稚児 

シアトル別院創立記念日

１９日（火） ９時半 日本語法座  ＺＯＯＭ 

２１日（木） 1時半 日系マナー法要 

２４日（日） １０時 日曜法要 

２６日火） ９時半 日本語法座  ＺＯＯＭ 

２７日（水） １１時 メリル・ガーデン法要 

２８、２９日（日）  感謝祭 事務所休み 

楠輪番 休日 月曜日 

１２月の予定 

８日 成道会法要 

３１日 除夜会法要 



「庄松さん、どちらのご住職のいうことを信じたらいいのでしょうか。」 

庄松さんが答えます。 

「そんな住職がどう言ったということで惑わされたいかん。お浄土をつくったのは、その住職たちじゃ

ない。阿弥陀さんなんだから。阿弥陀さんが私の往生は間違いなし、と言ってくださってるんだから、

それをただ聞いて、お浄土に生まれさせていただくだけだ。」 

―庄松さんとお友達― 

庄松さんのお友達が、病にかかりました。お医者さんももう手の施しようがないほど病気は悪化してい

ました。そのお友達もよくお念仏の教えをお聴聞された方でした。ですが、死が目の前に迫り、今まで

聞いてきたことがどこかへいってしまっていました。そのお友達は、 

「死にたくない。死んだらどうなるんだ。まだ死ぬ準備ができてない。」 

と、不安や不満を家族にぶつけ、取り乱していました。どうにもできなくなった家族は、庄松さんに彼

をお見舞いしてもらうように頼みました。家族は、きっと庄松さんが彼にあの世のことや、なにかいい

言葉を言って、彼を安心させてくれるだろうと期待していました。 

庄松さんが、家に到着しました。すると、庄松さんは、そのお友達が寝ている寝室を通り抜け、仏間へ

向かいました。そして、お仏壇の扉を開け、お荘厳を整え、お経を唱え始めました。その庄松さんの行

動にあっけにとられた家族は、庄松さんに言いました。 

「庄松さん、お経はいいから、彼に話してやってくれ。」 

庄松さんがいいます。 

「何を言ってるんだ。本願を作ったのは私じゃない。私が救えるわけはない。阿弥陀さんがご本願を立

ててくださって、‘私や彼がお浄土に生まれんかったら、自分も悟りはひらかん’と誓ってくださった。

その仏さまが悟りを開いて、今、ここにいてくださる。それ以外に何が必要だ。お浄土に生まれるのに

他に必要なものがありますか？」 

その庄松の言葉を聞いて、そのお友達がいいます。 

「そうだった。今まで色々聞かせてもらってたのに、全部忘れてしまってた。すまんな。阿弥陀さんが、

私がお浄土に往生するためにご本願を立ててくださったんやった。なんも心配いらんかったな。凡夫の

私も仏様にならさせていただくんやな。」 

彼はそう言うと、落ち着きを取り戻し、南無阿弥陀仏とお念仏を称えました。 

 

庄松さんの言葉は、短くシンプルで、かつ浄土真宗の真髄を教えてくれます。浄土真宗の門徒としてど

のように教えを受け止め、お念仏の道を歩ませていただくのか、庄松さんの生き様から学ばさせていた

だきました。 

合掌 

 

 日本語のメール・アドレス。 seattlebetsuin.nihongo@gmail.com 
 シアトル別院では現在、お葬式・メモリアルサービスは出来ません。式場の場所をお確かめください 

 事務所にご用の方は電話かメールで予約をおとりください。 ２０６－３２９－０８００ 

 祥月法要のお名前が英語面に掲載されます。 

 

会長の挨拶                 理事会会長 森口タイラー 

秋から冬に入る 11月は「感謝」を考える時でもあります。感謝祭をお祝いするだけ

でなく、11 月は別院の創立記念日と永代教無縁法要の月でもあります。1901年 11月

1 日、西島覚了師がサンフランシスコよりシアトルに到着され西北部青年会（YMBA）

を設立されました。二週間後、11月 15日、YMBA が正式に承認されました。57名の

仏教徒がシアトルにお寺の創設を懇願しまし、西島師のおかげでシアトルや他の仏教

会が今もあります。別院設立に関わった方々だけではなく永代教無縁法要はわたした

ちより前におられた方々を追悼します。 

ここで私はお寺を過去 123 年に渡りご支援していただいた方々に感謝をいたします、

特に今年の初めに放火され、再建に多くの方々より多大なご支援をいただきました。最近になってお寺のジ

mailto:seattlebetsuin.nihongo@gmail.com


ムで法要ができるようになり、より多くのメンバーが法要に出席できるようになりました。本堂の修理、事

務所、メモリアルホール・チャペルは今月より工事が始まります。困難な時に多くのメンバーが時間と労力

をかけて奉仕されました。 

皆様がお寺にお参りに来てくださいますように。 

感謝の気持ちを込めて、 

 

ミュージック・ノート         ケミ中林 

今月の記事のテーマでは平和と感謝を思います。今この記事を書いている時点では第 16回秋の音楽法要の内

容は確認が取れていませんが、11月 10日の法要はハイブレッドになります。楠輪番が今年のダーマスクー

ルのテーマを「平和」と提案されました。そして別院婦人会の先亡会員追悼法要では婦人会が火事の後も、

毎週いかに別院をサポートしているかを気付かせてくださいました。 

 

本堂に入れなくても、いろいろな場所で法要が行われても、マリナースのゲームでも、マックルシュート・

カシノでの西北部仏教徒大会、西北部の盆踊り、どんな場所でも一緒にいられることが重要です。一緒に読

経、歌う、踊ることが今一度大切だと思います、「一期一会」大切な瞬間。サンホゼであった米国仏教団婦

人会連盟大会に出席したメンバーは大会のテーマとしてスピーカーや盆踊りのアクティビティーなどから思

い出させてくれました。 

シアトル別院のガーサのプレイリストを観てください。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLN-W5PUbhUr-Ny8e99lGa6YfwWNZxAIuT 

 

「ピースと感謝」のテーマの曲があります。 

https://www.youtube.com/@buddhistchurchesofamericam9267/videos 

 

また、BCA の音楽のウェブでは「聖夜（Peaceful Night）」と「クエスト オブ ライフ」があります 

https://www.buddhistchurchesofamerica.org/music 

 

 
ダーマ・スクール・ニュース            イベット寺田、クレア村田、ダーマスクール責任者 

ダーマスクールは忙しい 10月でした。法要の後にクラスができました、そしてもうすぐジムがオープンしサ

ンガが集まり一緒にお説教を聞くことができます。スペシャルゲストのローリー松川が来訪され彼女の出版

された本「ブレーブ ミセス サトー」を読んでくださいました。そしてファミリー・ツリー、家族の歴史、

を見つけることを勧められました。 

20日のクラスの後少数の生徒と父兄が「カーピニト ブラダース パンプキン パッチとコーン メイズ」

に行きました。トランクかトリート用にパンプキンを選びました。天気が良くて楽しい遠足となりました。

その後数人が南下し白河仏教会のバザーでフードをピックアップしました。10 月末には初参りもありました。 

 

別院理事会 理事候補者募集   アン・オックスライダー 

                グレース田妻 

別院の未来を見つめて、私たちは理事会に参加し新しいリーダーとなる人を探しています。数人の長く務め

たメンバーがステップダウンする今、フレッシュアイデアと物の見方でお寺の大切な時期をリードする機会

です。 

 

理事メンバーは別院の将来に重要な役割を負担します。運営や財務の計画、コミュニティーとの対応、別院

の将来の方向への決定権、などがあります。理事は 3年の任期で、毎月の会議では会員に関連した重要な取

り組みと宗教、ソーシャル・プログラム、ファシリティーなどを検討します。 

 

これからの 6、12、18ヶ月には放火後の再開のチャレンジがあります。この大切な時に次の世代のためにも

シアトル別院にご奉仕いただける方が必要です。ご興味ある方は事務所のアイリーンまでご連絡ください。

合掌、 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLN-W5PUbhUr-Ny8e99lGa6YfwWNZxAIuT
https://www.youtube.com/@buddhistchurchesofamericam9267/videos
https://www.buddhistchurchesofamerica.org/music


婦人会便り                           ティーナ頭本コー   
                   

別院婦人会の活動基本方針 (ミッション・ステートメント) 

浄土真宗に基づく仏教徒としての認識を高め、会員の親交を促進すること:シアトル

別院を支え、支援し、地域社会に貢献する：  
 

とても忙しくて意義のある 10月でしたがメンバーの多々のサポートに感謝していま

す。アン O とジャニス D が婦人会先亡者追悼法要の計画・準備に感謝します。とて

も良い法要でした。ジョーン N が 800人を超える婦人会先亡者のお名前とともに婦

人会活動の写真もディスプレイして懐かしい気持ちになられたと思います。 

 

第 47回米国仏教団婦人会連盟大会は「一期一会：かけがえのない大切な瞬間、かけがえのない宝物」のテー

マでサンホゼにて開会されました。シアトル別院からは 18名のメンバー、2名の大会最小年齢含む、が参加

しました。新しい出会いと古い友人、家族との再会となりました。原田総長を初め、坂本ジェラルド開教使、

基調講演コリーン・ハナブサ氏、本好由紀子名誉開教使、向嶋裕史開教使、ポーラ・アライ博士などのスピ

ーカー・ウォークショップでは考え深く、一瞬に感謝することを刺激されました。ウォークショップではま

たいろいろと学びました、お盆とソール・ライン・ダンシング、作ったカードを寄付するカードメーキング、

モダン・レタリング（文字の図案化）、LGBTQ＋ウォークショップ、Jタウンツアー、シュウエイドーのも

ちは美味しかった、2027 年ハワイでの世界大会のコーチェアーであるペニーがハワイから合流しました。楽

しみにしています！ 

 

 
 
 
 
写真上から：FBWA コンフェレンス出席者、カードメーキング、 下：ソウルラインダンシング、マザー・ドーター 

 
 
 
 
 



別院修復工事アップデート 

メモリアルホール・チャペルの電気工事が続いています。ジムとステ

ージの床のプロテクション、足場、リフトが取り除かれました。10月

27日の日曜法要の準備をし始めました。 タイラー森口 
 

BCA の”Dial The Dharma"（テレホン法話）というのをご存知でしょ

うか。インターネットができない方でも、電話で短い日本語の法話が

聞けます。（英語もあります）英語は毎週原田総長がお話しされます。

日本語は、日本語ができる開教使が順番で法話をします。法話は毎週

水曜日に新しいものに更新されます。法話は 5分以内のものです。電

話番号 1-800-817-7918、その後英語であれば１を日本語であれば２を押せば聞くことができます。 

 

別院維持会会費 

別院維持会費はお寺の維持・運営の経費になります。また運営とプログラムの経費になります。７０歳以下

は最低 400 ドル、７０歳以上は 350 ドル、３０歳以下は 200 ドルです。分割で納めることも可能です、すで

にお納めの方々ありがとうございます。２０２４年度の会費をお納めになられた方々のお名前が英語面にあ

ります。今年の会費の締め切りが 9月末日です、未納の方はお納めください。 

 

 

タコマ仏教会秋のバザー  

11 月 10日 11時―2時 

フードのオーダーは 10月 31 日までです 

当日はフードのピックアップとなりますが 

新鮮な野菜、ベークの品々、ラメージセールがあります 

オーダーは tacomabt.org か QR コードで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語ダーマ・ダイアローグ 

 楠輪番  ズーム 

 11月 12日 

 12月 10日 6時半 

 レジスターは右の QR コード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




